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核
兵
器
の
な
い
世
界
を
望
む
国
内
外
の
広
範
な
世
論
に
応
え
て 

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
に
調
印
を 

 

ヒバクシャ国際署名 

５２万 5000 筆（4月 25日現在） 

核兵器禁止条約調印国＆批准国 

70 ヵ国、23 ヵ国（２０１９年４/１１現在） 

４月１１日、新たにパナマが２３カ国目の国 

として批准書を国連事務総長に寄託 

大阪原水協がヒバクシャ国際署名の

先頭に！  ～第 90 回大阪メーデー会場～ 

 

                                            

兄
に
背
負
わ
れ
た

弟
は
、
す
で
に

亡
く
な
り
、
弟

の
火
葬
の
順
番

を
待
っ
て
い

ま
す
。
悲
し

み
を
こ
ら
え

る
た
め
唇
を

強
く
か
み

し
め
、
血

が
に
じ
ん

で
い
た
、

と
カ
メ
ラ

マ
ン
が
語

っ
て
い
ま

す
。
１
９

４
５
年
に

米
軍
の
カ

メ
ラ
マ
ン
、

故

ジ

ョ

ー
・
オ
ダ

ネ
ル
さ
ん

が
原
爆
投

下
後
の
長

崎
で
撮
っ

た
写
真
で

す
。
核
兵

器
廃
絶
を

訴
え
る
フ

ラ
ン
シ
ス

コ
ロ
ー
マ

法
王
は
こ

の
写
真
を
カ

ー
ド
に
印
刷

し
、
配
布
し

ま
し
た
。
被

爆
者
ら
に
寄
り

添
い
、
被
爆
地

か
ら
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信
し
た
い
と

思
う
法
王
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
ま

す
。
法
王
は
今
年
の
１
１
月
に
日

本
の
訪
問
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

米
軍
の
カ
メ
ラ
マ
ン
、
故
ジ
ョ

ー
・
オ
ダ
ネ
ル
さ
ん
は
、
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
な
ど
で
写
真
を
撮

り
続
け
ま
し
た
。 

 

当
時
ア
メ
リ
カ
で
は
原
爆
神
話

が
ふ
り
ま
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
原
爆
は
事
前
に
警
告
さ
れ
、
民

間
人
で
は
な
く
軍
事
基
地
を
攻
撃

し
た
」
「
戦
争
を
早
く
終
結
さ
せ

た
」
「
本
土
決
戦
が
回
避
さ
れ
、１

０
０
万
人
の
米
国
人
、
そ
れ
以
上

の
日
本
人
が
救
わ
れ
た
」
「
米
国

は
神
に
選
ば
れ
、
慈
悲
深
い
行
い

を
し
た
救
世
主
」
「
放
射
性
物
質

は
熱
と
爆
風
に
変
わ
っ
て
お
り
影

響
が
な
い
」
な
ど
・
・
・
。 

 

                 

２
０
０
７
年
８
月
９
日
に
８
５

歳
で
ジ
ョ
ー
・
オ
ダ
ネ
ル
さ
ん
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
原
爆
正
当
化

論
が
激
し
い
米
国
の
中
、
彼
は
各

地
で
写
真
展
を
開
き
「
核
戦
争
を

繰
り
返
さ
な
い
」
を
訴
え
続
け
、

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
被

害
の
実
相
を
伝
え
ま
し
た
。 

 

原
爆
神
話
が
続
く
限
り
、
ア
メ

リ
カ
が
、
そ
し
て
世
界
も
核
兵
器

の
廃
絶
に
む
か
う
は
ず
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

原
爆
が
落
と
さ
れ
て
７
４
年
。

世
界
の
流
れ
は
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
に
む
け
て
大
き
く
動
き
出
し

て
い
ま
す
。
平
和
行
進
、
世
界
大

会
の
取
り
組
み
を
通
し
「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
」
を
大
き
く
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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この写真をご存知です

か 

 

五
月
一
日
、
扇
町
公
園
で
第
９
０
回
大
阪
メ
ー
デ
ー
が
、「
働
く
も
の

の
団
結
で
生
活
と
権
利
を
守
り
、
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ
、
平
和
と
民
主

主
義
、
中
立
の
日
本
を
め
ざ
そ
う
」
を
メ
イ
ン
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
入
り
口
で
川
辺
和
宏
大
阪
原
水
協
理
事
長
、
続
昌
司
事
務
局
長

ら
が
署
名
の
先
頭
に
た
っ
て
訴
え
ま
し
た
。
途
中
雨
が
強
く
な
り
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
を
す
す
る
意
気

込
み
だ
け
は
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平和行進、世界大会にむけ署名の推進を 

核兵器をめぐる情勢を学び、平和行

進、世界大会成功にむけての「つど

い」を行います。ご参加を 
 
◎日時 5 月２５日(土)14:00～16:00 

◎場所 大阪グリーン会館 2階ホール 
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 ２ ０ １ ９ 年国民平和大行
進、各地域準備へ 
 ・・大阪府内 6月 30日～7月 7日・・ 

  

 

 
 

今
年
の
国
民
平
和
大
行
進
に
は
、

国
際
青
年
リ
レ
ー
行
進
者
と
し
て

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ェ
ニ
ス
さ
ん
（
右

写
真
）
が
奈
良
・
大
阪
コ
ー
ス
を

歩
か
れ
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ

ン
ダ
ナ
オ
人
民
平
和
運
動
に
参
加

し
て
い
る
青
年
で
す
。
昨
年
の
ラ

イ
ダ
・
ム
ー
サ
さ
ん
に
つ
い
で
二

人
目
で
す
。 

 

ま
た
、
全
国
通
し
行
進
者
は
、

山
口
逸
郎
さ
ん
で
す
。
被
爆
者
の

声
を
う
け
つ
ぐ
映
画
祭
実
行
委
員

会
に
所

属
さ
れ

て
お
ら

れ
ま
す
。 

被
爆
３

０
年
の

１
９
７

５
年
に

国
民
平

和
大
行

進
の
記

録
映
画

を
製
作

さ
れ
、

被
爆
７

０
年
の

２
０
１

５

年

「
ド
キ

ュ
メ
ン

タ
リ
ー

映
像
『
一
歩
で
も
二
歩
で
も
』
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
そ
の
映
画
を
撮
影
さ
れ
た
監

督
が
、
昨
年
１
２
月
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
推
進
大
阪
の
会
の
「
核

兵
器
な
き
世
界
へ 

映
画
と
ト
ー

ク
の
つ
ど
い
」
に
講
演
を
さ
れ
た

有
原
誠
治
さ
ん
で
す
。 

山
口
逸
郎
さ
ん
は
８
７
歳
の
高

齢
で
す
。
今
年
は
、
三
重
県
か
ら

広
島
ま
で
行
進
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
国
際
・
全
国
の
行
進
者
と
と

も
に
歩
か
れ
る
府
内
通
し
行
進
者

は
、
４
月
末
現
在
申
し
込
ま
れ
て

い
る
方
は
、
山
本
光
男
さ
ん
（
年

金
者
組
合
高
石
）
、
大
島
守
さ
ん

（
大
阪
平
和
遺
族
会
）、麻
野
京
子

さ
ん
（
新
婦
人
藤
井
寺
）、
牛
山
和

夫
さ
ん(

非
核
の
政
府)
の
四
人
で

す
。 

 

通
し
行
進
者
を
ご
希
望
の
方
は
、

大
阪
原
水
協
事
務
局
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
沿
道
に
ま

く
ビ
ラ
も
検
討
中
で
す
。
今
夏
は

参
議
院
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
府
内
の
行
進
時
、
選
挙
公
示

な
ど
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
非
核
・

平
和
の
声
を
府
内
隅
々
ま
で
届
け

ま
し
ょ
う
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

〈
大
阪
平
和
ア
ー
カ
イ
ブ 

１
９
６
０
年
平
和
行
進
〉 

 

６
０
年
安
保
闘
争
が
高
揚
し
て

い
る
６
０
年
６
月
２
９
日
、「
沖
縄

コ
ー
ス
」
の
一
環
と
し
て
兵
庫
県

西
宮
か
ら
池
田
に
入
っ
て
く
る
行

進
で
す
。
府
内
の
支
線
コ
ー
ス
は

和
泉
コ
ー
ス
（
泉
佐
野
・
泉
大
津
・

堺
）、
長
野
コ
ー
ス
（
河
内
長
野
・

羽
曳
野
）
が
７
月
１
日
に
大
阪
市

に
入
り
、
７
月
２
日
に
大
阪
市
か

ら
高
槻
、
枚
方
か
ら
京
都
に
、
柏

原
か
ら
奈
良
へ
と
引
き
継
が
れ
て

い
く
“
史
上
空
前
の
大
行
進
”
と

な
り
ま
し
た
。 

     

                          

                  

                              
 

 

               

               

ご参加をお願いします！ 

２０１９ ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟 

全面勝利をめざすつどい 
日時 ６月１５日（土） 午後２時～４時半 

場所 大阪商工団体連合会３ホール（エレベーター無） 

記念講演 『始まりは京都原爆症小西訴訟…私たちが得

た成果と今後の課題』 

  講師 弁護士  久米弘子 さん 

☆特別報告 森容香さん(枚方市原爆被害者の会会長) 

※ 文化行事～島唄を平和の力に～ 

     島唄文化を考える会 牧 志徳 さん 

☆原告紹介・激励 

☆弁護団報告／行動提起／閉会あいさつ 

≪共催≫ 

   ノーモア・ヒバクシャ訴訟近畿弁護団 

   ノーモア・ヒバクシャ訴訟支援近畿連絡会 

 

 

【５月度の予定】 

５月１３日 旭区原水協総会 

５月１５日 ノーモア・ヒバクシャ近

畿訴訟 1007 号法廷（11:00） 

５月１６日 ６・９行動（上六） 

５月２３日 ノーモア・ヒバクシャ近

畿訴訟判決 806 号法廷（11:00） 

５月２５日 「核兵器のない世界をめ

ざすつどい」（グリーン会館） 

   （14:00） 

  

｛学習資材の紹介｝ 

『９条の挑戦』（大月書店） 

なぜ今、非軍事中立なのか、との自

問自答に三人の著者（伊藤真・神原

元・布施祐仁）の考えた安倍政権の

「９条改憲」への対案です。 

「非軍事中立」論は現実離れした理

想論ではなく、“安全保障環境の変

化に対応した最も現実的な道であ

る”と述べられます。 

今日の情勢の必見の書の一つです。 


